
感染症の予防と対応について

資料５

Ｒ６.１.２６ 令和５年度小樽市地域密着型サービス事業所集団指導
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令和５年感染症発生の状況

集団発生の要因⇒職員からの感染

【高齢者施設からの集団発生の報告】
・新型コロナウイルス感染症：16件
・ノロウイルス：１件
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小樽市5定点医療機関からの週次報告（人/週）

新型コロナウイルス感染症

インフルエンザ
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令和５年感染症発生の状況
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集団発生（クラスター）の基準は？
国の定める報告基準等（参考）

①同一の感染症若しくは食中毒による又はそれらによると疑われる

死亡者又は重篤患者が１週間以内に２名以上発生した場合

②同一の感染症若しくは食中毒の患者又はそれらが疑われる者が

１週間以内に１０名以上又は全利用者の半数以上発生した場合

③①及び②に該当しない場合であっても、通常の発生動向を上回る感

染症等の発生が疑われ、特に施設長が報告を必要と認めた場合
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症状があったら、主治医に相談

感染を広げないために①

【職員の場合】新型コロナ/インフルエンザについて、
基礎疾患がなく、軽症の場合は、検査キットの使用を検討

新型コロナ

潜伏期間：1～14日
※オミクロンは２~３日/7日以内
症状：発熱、呼吸器症状、

倦怠感、頭痛

インフルエンザ

潜伏期間：18～72時間
症状：発熱(38℃上の高熱)

悪寒、呼吸器症状
頭痛、関節筋肉痛、

感染性胃腸炎

潜伏期間：12～48時間
症状：嘔吐、下痢、

悪心、発熱
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症状があったら、主治医に相談

感染を広げないために①

【利用者の場合】容態の急変に備えて

・かかりつけ医を決めておく
・施設医/かかりつけ医、関係者と事前に情報共有
・かかりつけの医療機関への入院を検討

新型コロナ

潜伏期間：1～14日
※オミクロンは２~３日/7日以内
症状：発熱、呼吸器症状、

倦怠感、頭痛

インフルエンザ

潜伏期間：18～72時間
症状：発熱(38℃上の高熱)

悪寒、呼吸器症状
頭痛、関節筋肉痛、

感染性胃腸炎

潜伏期間：12～48時間
症状：嘔吐、下痢、

悪心、発熱



感染を広げないために②
職員が感染を持ち込まない！
・体調が悪い/感染症に罹患した家族が家庭内にいる。
→情報共有と健康観察を行う。
→マニュアル等で手洗いや環境消毒の正しい手技を確認し、徹底する。

汚れが残らないようていねいに！

洗
う
時
間
は
3
０
秒
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感染を広げないために③
持ち込んでしまったときに、
職員から利用者・他の職員へ感染を広げない！

【感染対策の例】
・１ケア１手洗い、利用者間のケアに入る前に手洗い・消毒を
・患者に対して、適切なＰＰＥを着用する
・感染者のいるユニットと、他のユニットで職員の動線を分ける
・有症者をケアするスタッフを限定する
・集まって食事をする機会を制限する
・潜伏期間中は、デイサービスの利用を見合わせる
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クラスターになったら
保健所へ報告をお願いします。
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クラスターになったら
保健所へ報告をお願いします。

【報告先】

ＦＡＸ ：０１３４－２２－１４６９

ＭＡＩＬ：kansensyo@city.otaru.lg.jp
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参考URL

市内の感染症発生状況について（感染症発生動向調査）

https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020101600662/

社会福祉施設等における感染症等発生時の報告について｜小樽市

https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020101600877/

新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の対応について｜厚生労働省 (mhlw.go.jp)

https://www.mhlw.go.jp/stf/corona5rui.html

感染性胃腸炎とは | 小樽市

https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020101700065/

https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020101600662/
https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020101600877/
https://www.mhlw.go.jp/stf/corona5rui.html
https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020101700065/

